
議
会
情
報

　

今
定
例
会
は
６
月
13
日
か
ら
14
日
の
会
期

２
日
間
で
開
か
れ
、
26
件
の
議
案
等
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
原
案
の
と
お
り
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

報
告
第
２
号　

株
式
会
社
鶴
居
村
振
興
公
社

経
営
状
況
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

報
告
第
３
号　

株
式
会
社
む
ら
づ
く
り
鶴
居

経
営
状
況
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

報
告
第
４
号　

令
和
４
年
度
鶴
居
村
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

議
案
第
41
～
43
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
鶴
居
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
）

（
鶴
居
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
）

（
令
和
４
年
度
鶴
居
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）
に
つ
い
て
）

議
案
第
44
号　

鶴
居
村
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
45
～
48
号　

辺
地
総
合
整
備
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

（
中
幌
呂
地
区
）

（
支
幌
呂
地
区
）

（
上
幌
呂
地
区
）

（
下
久
著
呂
地
区
）

議
案
第
49
号　

鶴
居
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
50
～
58
号　

鶴
居
村
農
業
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て

議
案
第
59
号　

令
和
５
年
度
鶴
居
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
60
～
62
号　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

（
鶴
居
中
学
校
大
規
模
改
修
建
築
主
体
工
事
）

（
鶴
居
中
学
校
大
規
模
改
修
電
気
設
備
工
事
）

（
鶴
居
中
学
校
大
規
模
改
修
機
械
設
備
工
事
）

議
案
第
63
号　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
道

路
維
持
管
理
用
草
刈
装
置
購
入
）

イ
ベ
ン
ト

つ
る
い
納
涼
祭
り
開
催
の
お
知
ら
せ

　

令
和
５
年
７
月
21
日
に
４
年
ぶ
り
の
「
つ

る
い
納
涼
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

飲
食
店
等
に
よ
る
出
店
、
牛
乳
早
飲
み
大

会
や
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
：
７
月
21
日
㈮

●
開
場
：
17
時
30
分

　

開
演
：
18
時
30
分
～
21
時

●
場
所
：
鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー
前
庭

募　
　

集

令
和
６
年
度
釧
路
管
内
町
村
職
員
採
用
資

格
試
験
（
高
校
卒
）
の
ご
案
内

　

釧
路
町
村
会
で
は
、
釧
路
管
内
町
村
の
「
一

般
事
務
職
」
の
高
校
卒
業
者
及
び
卒
業
予
定

者
の
採
用
資
格
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

〇
受
付
期
間
：
令
和
５
年
７
月
３
日
㈪
か
ら

同
年
８
月
２
日
㈬
ま
で
（
郵
送
で
の
申
し
込

み
は
８
月
２
日
付
け
の
消
印
ま
で
受
け
付
け
）

●
第
１
次
試
験
日
：
令
和
５
年
９
月
17
日
㈰

●
試
験
会
場
：
釧
路
町
公
民
館

　
　
　
　
　
　

釧
路
町
河
畔
７
丁
目
52
番
１

●
受
験
資
格
：
高
卒　

平
成
12
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方 

●
第
１
次
試
験
合
格
発
表　

　

令
和
５
年
10
月
６
日
㈮

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
、
釧
路
町
村
会

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
上
、

受
験
の
際
に
は
必
要
に
応
じ
て
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
募
集
人
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
卒
者
の

採
用
人
数
が
確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
こ
と

か
ら
先
に
取
り
ま
と
め
の
募
集
報
告
人
数

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

自
衛
官
の
募
集
の
ご
案
内

　

自
衛
隊
で
は
令
和
６
年
３
・
４
月
採
用
の

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先
：
自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部

釧
路
出
張
所　

☎
０
１
５
４

－

22

－

１
０
５
３

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験 

　

海
上
保
安
庁
で
は
令
和
６
年
４
学
期
生
を

募
集
し
ま
す
。

●
受
験
資
格
：
令
和
５
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

種目 受験資格 受付期間 試験日

自衛官候補生
（男子・女子） 18歳以上

33歳未満
の者

年間を
通じて

９月22日㈮、
23日㈯、24日㈰
いずれか１日

一般曹候補生
（男子・女子）

7月1日㈯

～

9月5日㈫

９月16日㈯、
17日㈰
いずれか１日

航空学生

航空自衛隊
18歳以上
21歳未満 7月1日㈯

～

9月7日㈭
９月18日（月・祝）

海上自衛隊
18歳以上
23歳未満

令和５年７月号　14

みんなの掲示板
人口の動き
（前月比）
※令和５年５月末時点
総人口	 2,480人（＋６）
　男性	 1,238人（＋１）
　女性	 1,242人（＋５）
うち外国人人口
	 42人（±０）

世帯数	1,209世帯（＋１）

死亡事故ゼロの日
　2,751日（５月末時点）

お誕生おめでとうございます
（５月届出分）

北村　映人	くん	 	男の子　		茂雪裡
西塚　朝飛	くん	 	男の子　		鶴居市街
野村銀次郎	くん	 	男の子　		下幌呂



日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
12
年
を
経
過
し

て
い
な
い
者
及
び
令
和
６
年
３
月
ま
で
に

高
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者
等

●
受
付
期
間
：
７
月
18
日
㈫
～
７
月
27
日
㈭

ま
で
（
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
）

●
第
１
次
試
験
：
９
月
24
日
㈰

　

試
験
地
：
釧
路
市
な
ど

●
第
２
次
試
験
：
10
月
17
日
㈫
～
10
月
26
日

㈭
の
指
定
す
る
日

　

試
験
地
：
小
樽
市
な
ど

●
第
３
次
試
験
：
12
月
２
日
㈯
～
12
月
12
日

㈫
の
指
定
す
る
日
（
※
航
空
課
程
の
み
）

　

試
験
地
：
東
京
都

●
問
合
せ
先
：
釧
路
海
上
保
安
部
管
理
課　

　

☎
０
１
５
４

－

22

－

０
１
１
８

年　
　

金

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
測
の
事
態
が
発
生

す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
、
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
納
付
猶
予
制
度
（
50
歳
未
満
）」
が
あ
り

ま
す
の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先
：
役
場
住
民
生
活
課
保
険
年
金
係

　

☎
０
１
５
４

－
64

－

２
１
１
３

そ 

の 

他

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化

　

相
続
登
記
義
務
化
の
制
度
が
令
和
６
年
４

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、

相
続
に
よ
っ
て
不
動
産
を
取
得
し
た
こ
と
を

知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
登
記
申
請
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

相
続
登
記
の
申
請
は
専
門
家
で
あ
る
司
法

書
士
に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

登
記
手
続
に
必
要
な
書
類
の
ご
案
内
に
つ
い

て
は
、
釧
路
地
方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

登
記
手
続
き
案
内
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
予

約
必
須
・
電
話
で
の
説
明
）。

●
問
合
せ
先

　

釧
路
司
法
書
士
会
（
無
料
相
談
受
付
）

　

☎
０
１
２
０

－

13

－

７
８
３
２

　

釧
路
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　

☎
０
１
５
４

－

31

－
５
０
２
１

　

釧
路
地
方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://houm
ukyoku.m

oj.go.jp/
kushiro/

鶴
居
村
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
移
転

　

令
和
５
年
６
月
12
日
㈪
よ
り
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
村
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
あ
す
ぽ
っ
と
」
内
に
移
転
し
ま
し
た
。
移
転

に
伴
い
、
電
話
番
号
も
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

☎
０
１
５
４

－

65

－

１
６
７
６

介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
・

在
宅
介
護
実
態
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
介
護
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
高

齢
者
施
策
を
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
」
に
沿
っ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
は
３
年
ご
と
に
見
直
す
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
令
和
６
年
度
か

ら
８
年
度
ま
で
の
第
９
期
計
画
を
策
定
す
る

た
め
に
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
の
皆
様
の

現
状
や
ご
意
見
を
詳
し
く
お
伺
い
し
、
計
画

に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
二
つ

の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
票
は
７
月
に

発
送
し
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た

ら
ご
記
入
の
上
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
よ

り
７
月
31
日
㈪
ま
で
に
ご
返
送
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

①
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査

【
調
査
の
目
的
】

　

要
介
護
状
態
に
な
る
前
の
高
齢
者
の
方
の

リ
ス
ク
や
社
会
参
加
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
で
、

地
域
診
断
に
活
用
し
、
地
域
の
課
題
を
特
定

し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　

65
歳
以
上
の
一
般
高
齢
者
、
総
合
事
業
対

象
者
及
び
要
支
援
認
定
者

②
在
宅
介
護
実
態
調
査

【
調
査
の
目
的
】

　

介
護
離
職
を
な
く
す
た
め
、
高
齢
者
等
の

適
切
な
在
宅
生
活
の
継
続
と
家
族
等
介
護
者

の
就
労
継
続
の
実
現
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
の

在
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

・
要
支
援
又
は
要
介
護
認
定
を
受
け
在
宅
で

生
活
さ
れ
て
い
る
方 

→ 

Ａ
票
に
回
答

・
主
な
介
護
者
の
方 

→ 

Ｂ
票
に
回
答

　

調
査
項
目
が
多
く
多
岐
に
わ
た
る
た
め
ご

面
倒
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
今
後
の
高

齢
者
施
策
を
検
討
し
て
い
く
上
で
大
変
重
要

な
調
査
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先
：
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
６

携
帯
電
話
で
通
話
し
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

操
作
し
て
い
る
人
に
は
声
掛
け
を
！

　

釧
路
警
察
署
管
内
で
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金

を
受
け
取
れ
る
」
と
い
う
内
容
の
詐
欺
電
話

が
多
く
掛
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
で

環
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

詐
欺
電
話
が
き
た
ら
＃
９
１
１
０
に
相
談
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
に
合
う
人
は
自

分
が
被
害
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い

て
い
ま
せ
ん
。
携
帯
電
話
で
通
話
を
し
な
が

ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、

声
掛
け
と
警
察
へ
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先
：
釧
路
警
察
署

　

☎
０
１
５
４

－

23

－

０
１
１
０

 凍原社６月句（俳句）

ミ
ヤ
ノ

ち
え
こ

公

子

春
夢
子

和

子

恒

子

紀
代
子

父
の
日
や
塩
の
程
よ
き
握
り
飯

父
の
日
や
父
の
汗
染
む
中
折
帽

父
の
日
や
星
空
見
上
げ
献
杯
を

誰
れ
彼
も
忘
れ
し
父
の
日
過
ぎ
に
け
り

父
の
日
や
父
の
愛
し
た
腕
時
計

父
の
日
に
娘
等
集
い
手
を
あ
わ
す

父
の
日
は
孝
行
せ
ぬ
ま
ま
風
と
な
り

15　令和５年７月号


